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In research guidance, to maintain motivation for students, it is considered meaningful to
identify the research themes themselves and to present the results at academic societies and
scientific contests. This study is a research on the subject of aphids. As a result, it was
found that there are cases where attention is paid in the following three situations from the
viewpoint of the instructor: (1) When deciding on a theme, “student-centered theme
identification” , “appropriate interviews and advice” , “teachers study” , (2) For science
contests, “instruction of research plan” , “Manufacturing” , “Recording habits” , (3) When
creating a report just before the science contest, “Pursuit of originality” , “Focus on the
高等学校理科課題研究における実践的理科教育モデルに基づいた研究指導の在り方 1
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著者らはアブラムシに関する課題研究を行った生徒 1 名の指導に年間を通じて関わることにし

















































（2－ 1）課題研究におけるテーマの同定（2018 年 4 月）
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図１ ワタアブラムシ 図２ モモアカアブラムシ 図３ ミカンクロアブラムシ
図４ 顕微鏡写真
























図９ LED光源装置 図 10 ワタアブラムシ 図 11 暗闇下での照射
表１ 光に集まったアブラムシの個体数（匹）
１回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 平均 標準偏差
赤 18 20 12 16 21 17.4 3.2
緑 31 30 32 33 34 32.0 1.4
青 22 26 19 20 17 20.8 3.1
黄 36 33 31 29 33 32.4 2.3
光が実験に影響を及ぼさないようにするために，押し入れの中の暗闇下（図 11）で実験を行った。
表１において，分散分析を行ったところ，有意差が認められた（F(3,16)＝ 35.00，p ＜ .01）。多
重比較を行ったところ，緑色と黄色は，他の色に比べて高い採集力を持っていることが分かった。
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図 12 光源装置改良版の回路図 図 13 RGBフルカラーLED光源装置
図 14 紫外線殺虫灯
段ボールを設置した。予備実験と同様に，一回の実験において光は 12 時間照射し，ワタアブラム











1 2 3 4 5 平均
緑色 0.8（ 3.2） 0.7（ 2.8） 0.7（2.8） 0.8（3.2） 0.8（3.2） 0.76（3.04）
紫外線 0.9（3.6） 0.8（3.2） 0.8（3.2） 0.9（3.6） 0.7（2.8） 0.82（3.28）
黄色 0.8（3.2） 0.8（3.2） 0.9（3.6） 0.8（3.2） 0.8（3.2） 0.82（3.28）




1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均 標準偏差
光源なし(右) 4 0 3 4 3 0 1 ２ ５ ３ １ 3 17.4 3.2
黄色 8 10 9 10 10 12 11 12 10 12 9 13 32 1.4
緑色 8 8 7 9 13 7 6 8 ７ 8 6 10 20.8 3.1
紫外光 5 7 10 10 8 15 10 9 6 4 7 9 32.4 2.3
光源なし(左) 3 6 2 3 1 2 3 0 2 4 2 1 17.4 3.2
図 15 投入地点から見た光源の様子 図 16 三つの光源


















1 2 3 4 5 平均 標準偏差
橙色 10 7 9 8 10 8.8 1.2
黄色 11 12 11 8 7 9.8 1.9
中間色 14 9 14 10 10 11.4 2.2
図 17 アブラムシはどの光が好きか（2018 年７月）


























































１ ２ ３ 平均 標準偏差
トラップⅠ；光＋ネット 12 21 25 19.3 5.4
トラップⅡ；光＋水 47 34 29 36.7 7.6
トラップⅢ；光＋粘着シート 21 12 18 17.0 3.7
図 20 各トラップのアブラムシ収集量
実験結果は表７にまとめ，図 24のようにグラフ化した。表７において，分散分析を行ったとこ
















1 2 3 4 5 平均 標準偏差
光＋水 20 22 25 22 21 22.0 1.5
水 3 3 0 7 2 3.0 2.1
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表８ 実践的理科教育モデル
実施月
指導内容 4 5 6 7




生徒主体のテーマ同定 ○ ◎ ○ ○ ○
適宜の面接や助言 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教師自身の勉強 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
独自性の追究 ○ ○ ◎ ◎
実験の過程を重視 ○ ○ ○ ◎
基本的事項の徹底 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
遊び的要素を重視 ○ ○ ○ ◎
専門家の指導 ○
教師自身の楽しみ ○ ○ ○ ○
研究計画書の指導 ◎ ○ ○ ○ ○
ものづくりを実行 ◎ ◎ ◎ ○




























本研究の一部は，JSPS 科研費 18K02602 の助成を受けたものである。
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学研究費補助金 奨励研究 研究成果報告書(課題番号 20908031)，pp.1-33.
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5) RGBフルカラー LEDを用いた光源装置の準備物は次のとおりである。RGBフルカラー LED（5mm4 本
足），LED光拡散キャップ（5mm），ビス，コード，アルミテープ，抵抗，単 3電池，電池ボックス，はさ




7) 実験時間 12 時間というのは，放課後 19：00 に実験装置をセッティングし，翌朝，7：00 にアブラムシの
移動を観察し，記録していくということで，現実的な観点から決めたものである。高校生が普段の生活を
行う中で，無理のない記録が継続的に取れるための工夫として提案した。
8) RGB フルカラー LED を用いた光源装置改良版の準備物は次のとおりである。RGB フルカラー LED カ
ソードコモン（5mm），LED光拡散キャップ（5mm），ビス，コード，アルミテープ，可変抵抗（小型ボリュー
ム），発泡スチロールボード，単３電池，電池ボックス，はさみ，ニッパー
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